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１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに 
 ＰＨＳによる位置データはほぼ１５秒から２分間隔で位置座標点を与えられる．しかし，ＰＨＳ位置デー

タには誤差があるためデータを無加工のまま経路を特定するのは困難である．何らかの方法により，位置デ

ータから経路を特定する方法（アルゴリズム）が必要となる．  

本研究の目的は①ＰＨＳによって得られた連続した移動点から経路を特定するアルゴリズムを提案する

ことと，②実際の道路網上での走行実験結果を用いてアルゴリズムの有効性を検証することにある． 

 

２．経路特定アルゴリズム２．経路特定アルゴリズム２．経路特定アルゴリズム２．経路特定アルゴリズム 
 まずＰＨＳ位置座標点により実存するネットワークから走行経路である可能性の高いリンクを取り上げる．

抽出したリンクにより構成されるネットワークをサブネットワークと呼ぶ（図１）．次にサブネットワーク上

でルール１，ルール２のいずれかにより経路特定を行う． 
【サブネットワークの抽出】 
 OD間に i+1個のＰＨＳ位置座標点がプロットされた
としよう．連続するＰＨＳ位置座標点間の距離 d1,d2…di

を測定する．｛d1,d2…di｝の中で最大の値を直径として基

準円を設定する．ＰＨＳ位置座標点を基準円の中心とし，

その円内のリンクを抽出する．抽出リンクで構成される 
ネットワークをサブネットワークとする．          図１ サブネットワークの設定方法  
【ルール１】 
ⅰ）各ＰＨＳ位置座標点から最も近いリンクにそれぞれ１のおもみをつける．図２．１が示すようにＰＨＳ

位置座標点からリンクまでの距離は，ＰＨＳ位置座標点からリンクに垂線が下ろせる場合は垂線長を距離と

する．垂線が下ろせない場合は最小距離のＰＨＳ位置座標点から近いノードとの距離とする． 
ⅱ）Screening法を用いて OD間の距離の短い順に経路を抽出する． 
ⅲ）列挙された経路のうち経路のおもみが最大の経路を利用経路とみなす． 
【ルール２】 
ⅰ）リンクから最も近いＰＨＳ位置座標点までの距離をそのリンクのおもみとし全リンク求める（図２．２）． 
ⅱ）Screening法を用いて経路を抽出する． 
ⅲ）列挙された経路のうち経路のおもみが最小の経路を利用経路とみなす． 
 
 
 
 
 
図２．１ ルール１によるリンクのおもみ       図２．２ ルール２によるリンクのおもみ    
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２．２．２．２．    実ネットワーク上での経路特定と分析実ネットワーク上での経路特定と分析実ネットワーク上での経路特定と分析実ネットワーク上での経路特定と分析    
 大阪市中心部の実道路網上で走行実験を行って，位置データを得た．データの間隔は約１５秒，OD 間の
距離は約 2ｋｍである． 
ⅰ）走行経路が直線的な場合（右左折数が少ない） 
 図３．１は実走行経路，図３．２はルール１により算出された経路，図３．３はルール２により算出され

た経路を示している．走行経路が直線的である場合，図３．２が示すようにルール１ではＰＨＳ位置座標点

の誤差により走行経路を構成するリンク以外のリンクにおもみが加算され，走行経路と少し異なった経路を

特定することがある．しかしルール２では誤差の大きいＰＨＳ位置座標点が存在する場合，特定する経路が

そのＰＨＳ位置座標点の近くを通過する経路は遠回りになり多くのリンクを通過する．その結果経路のおも

みが大きくなり，その経路は選ばれにくくなる．（図３．３） 走行経路が直線的な経路である場合にはルー

ル２による経路特定が有効であるがルール 1でもそれほど問題はないと考えられる． 
 
ⅱ）走行経路が直線的でない場合（右左折数が多い） 
図４．１は実走行経路，図４．２はルール１により算出された経路，図４．３はルール２により算出され

た経路を示している．ルール２は走行経路が起終点間で最短コースから大きく遠回りする場合，走行経路上

のリンク本数が多くなる．各リンクにはおもみがつけられているために経路のおもみは大きくなる．そのた

め図４．３に示すように再現性が低くなると考えられる．ルール１は図４．２が示すように，経路のおもみ

が最大となる経路を求めるため走行経路が遠回りをしていても経路のおもみが最大となれば走行経路が算出

される． 走行経路が遠回りをしている場合にはルール 1による経路特定が有効であると考えられる． 
 

 
 
 
 
 
 
図３．１ 走行経路                 図４．１ 走行経路 
 
 
 
 
 
 
図３．２ 特定経路（ルール 1）           図４．２ 特定経路（ルール 1） 
 
 
 
 
 
 
図３．３ 特定経路（ルール 2）           図４．３ 特定経路（ルール 2） 
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